
初期研修を振り返って
福島県立医科大学附属病院

初期研修医(プログラムB) 小泉大祐



⾃⼰紹介
出⾝：福島県南相⾺市

⾍取りや仮⾯ライダー等が好きな少年

医師である⽗の姿を⾒て少しずつ医学に興味

・世の中にはたくさんの病気がある
・それを診断し治療するのはかっこいいかも

東⽇本⼤震災を経験

中学3年：福島市へ移居
福島第⼆中学校転⼊を経て福島⾼校進学

医師への夢がより強固に

福島県⽴医科⼤学



⼤学⽣活

医学
・覚えることがたくさん
・だけど知識がつながってくると⾯⽩い！

部活
・⼭岳部と管弦楽部にチャレンジ
・新しいことを経験できてよかった！

進路
県内の病院？県外の病院？
⼤学病院？市中病院？
⽇当直の経験は？
研修医の⼈数は？
病院の雰囲気は？
お給料や待遇は？



福島医⼤附属病院プログラムB

• いきなり市中病院に⾶び込むのはちょっと怖かった
• まずは⼤学病院でじっくり臨床⼒を鍛えよう
• Commonな疾患や⼿技もしっかりおさえたい
• 将来は内科系

→⼤学ならではの内科もじっくり回りたい！

1年⽬福島医⼤附属病院、2年⽬市中病院のたすきがけプログラムを希望



研修ローテ―ト
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1年次 脳神経内科 総合内科 糖尿病・内分泌代謝内科小児腫瘍内科 救急科 ⿇酔科 産婦⼈科 消化管外科

2年次 (⼀般)内科 消化器内
科 呼吸器内科 循環器内科 整形外科 放射線科 精神科 地域医療 ⼩児科 腎臓内科 (⼀般)内科 ⽪膚科

1年次：福島医⼤病院メイン
→前半 問診・⾝体診察・鑑別の流れをしっかり⾝に着けよう！〜病棟管理・新患外来等
→後半 瞬発⼒や技術を鍛えよう！〜外傷対応・全⾝管理・⼿術等

2年次：公⽴藤⽥総合病院メイン
→とにかく数をこなして疾患・⼿技の経験値をためよう！
その他将来特に役⽴ちそうな科(放射線科、⽪膚科等)も回っておきたい



医⼤ならではの内科はがっつり回っておきたい

脳神経内科：慣れないながらも病棟管理に参加
いきなり感染性⼼内膜炎による脳梗塞を経験
神経診察、腰椎穿刺、⾎培採取等を数多く経験できた！

総合内科：新患外来とその後の濃密なフィードバックがありがたかった
問診・診察からどうアプローチしていくか⼿厚くご指導いただいた！

糖尿病・内分泌代謝内科：⾎糖管理の基礎を学ぶことができた
カンファもとても勉強になった！

⼩児腫瘍内科：造⾎幹細胞移植後の管理や⾎液悪性腫瘍等とても貴重な経験を授かった

研修1年次
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1年次 脳神経内科 総合内科 糖尿病・内分泌代謝内科小児腫瘍内科 救急科 ⿇酔科 産婦⼈科 消化管外科



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1年次 脳神経内科 総合内科 糖尿病・内分泌代謝内科小児腫瘍内科 救急科 ⿇酔科 産婦⼈科 消化管外科

救急科：救急初期対応、挿管、緊急輸⾎、FAST等豊富な経験ができた！

⿇酔科：全⾝⿇酔、挿管、Aライン、ルート確保等の⼤切な⼿技を数多く学べた！

産婦⼈科：産科と婦⼈科2週間ずつ経験し、オペの縫合や帝王切開等を経験できた

消化管外科：病棟でのCV挿⼊、胃管・イレウス管、ドレーン管理、胸腔穿刺等もあり
オペ以外の⼿技も充実していた！

研修1年次



柔軟なプログラムのおかげで⼀部は福島医⼤附属病院・協⼒病院で研修させていただいた

内科：市中肺炎、誤嚥性肺炎、尿路感染症、糖尿病等
⾼齢者が多く種類・量ともにたくさんの症例を経験できた！

消化器内科：上下部内視鏡をたくさん⾒学+⼈形を使っての練習
→後半は実際に挿⼊したり抜いたりする経験あり

呼吸器内科(医⼤)：気管⽀鏡の⾒学・シミュレーター・⼀部実践！
抗菌薬の使い分けや胸部CTの⾒⽅もご指導いただいた

循環器内科：慢性⼼不全の管理、様々な⼼⾳の聴診、⼼エコーの練習も積めた！

整形外科：たくさんのオペ、腰痛や⾻折の救急対応、縫合処置にも参加できた！

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2年次 (⼀般)内科 消化器内
科 呼吸器内科 循環器内科 整形外科 放射線科 精神科 地域医療 ⼩児科 腎臓内科 (⼀般)内科 ⽪膚科

研修2年次



研修2年次
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2年次 (⼀般)内科 消化器内
科 呼吸器内科 循環器内科 整形外科 放射線科 精神科 地域医療 ⼩児科 腎臓内科 (⼀般)内科 ⽪膚科

放射線科(医⼤)：苦⼿な読影にたくさん挑戦！座学時間も充分あり

精神科(桜ヶ丘病院)：外来⾒学やレポート作成を通して精神疾患をじっくり勉強

地域医療(朝⽇診療所)：会津只⾒観光を満喫しながら在宅医療、豊富な地域外来診療を経験できた

⼩児科：胃腸炎、⾍垂炎、⾵邪等とにかくCommonをたくさん診れた！
⼩児の診察や⼩児採⾎・点滴も実践！

腎臓内科：CKD精査、透析管理、シャントPTA、⽣活指導等の豊富な経験を積めた！

⽪膚科(医⼤)：熱傷等の処置、⽪膚縫合、外⽤薬の使い分け、⽪疹の⾒⽅等の個⼈的課題を勉強できた！



2年間を通して感じたこと

• ⾊々な先⽣⽅と知り合うことができた

• 経験に関して⽐較的満⾜のいく初期研修が⾏えた

• 1年⽬で知識や臨床の⼟台を作り2年⽬で⼿技・経験を増やせた

• たすき先病院や協⼒病院の都合によっては研修ローテ―トを練り直す必要がある

研修の⾃由度が⾼くて
助かった



プログラムB・Cの先⽣にアンケート
• 研修医同期 総勢17⼈

プログラムA：11⼈
プログラムB：3⼈
プログラムC：2⼈
⻭科研修医：1⼈

満⾜度は？
初期研修後の進路は?
たすきがけのメリットは？
たすきがけのデメリットは？



【満⾜度】
・平均81点
・たすきがけを選んでとても良かったという意⾒も

【初期研修後の進路】
リハビリテーション科、精神科、内科、⽶軍基地病院



【メリット】
・市中と⼤学を合わせ１次救急と3次救急をしっかり経験できる
・Common diseaseをしっかり学んだ上で専⾨領域も学べる
・バランスが良いので飽きっぽい性格の⼈にもおすすめできる
・市中にない科の研修は⼤学でカバーできる
・⼤学と市中の良いところを得られる

【デメリット】≒改善してほしい所
・実際に研修できるたすき先の病院の選択肢が少ない

→必ずしも希望の環境で研修できず計画に沿えなくなる可能性
・市中病院によっては研修できない科がでてくる
・⼤学病院では1年間外の病院に⾏けない



⼤学病院と市中病院の良いところ
【⼤学病院】
・相談できる環境(同期、診療科、メンター制度)が整っている
・専⾨領域の疾患を学べる
・カンファが充実している

【市中病院】
・Common diseaseや⼿技の経験を多く積める
・スタッフの距離が近い
・給料が⼀般的に⾼い
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